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研究成果の概要（和文）：　臨床現場での患者と医療者の行動を不確実性下の意思決定問題として定式化した。
がんの罹患率のように過去の研究から確率がある程度知られている時の不確実性だけでなく、エビデンスの蓄積
も少なく、確率計算がそもそも不可能であるCOVID-19のPCR検査の評価に関しても検討した。
　こうした問題は確率論やベイズ統計の枠組で定式化されるが、COVID-19の場合には、議論の出発点となる確率
が不明であるため、近年発展した、曖昧さ（ambiguity）を加味した意志決定の理論を援用することで、検査結
果に基づいた施術・施策の選択問題を解き、政策提言に結びつけることを試みた。

研究成果の概要（英文）： We formulated the behaviors of patients and healthcare providers in 
clinical settings as decision-making problems under uncertainty.  The probability of cancer 
incidence rates is known to some extent from past research.  On the other hand, the evaluation of 
PCR tests for COVID-19 includes not only uncertainties, but also the evidence is scarce and 
probability calculations are inherently impossibles.
 While such problems are typically formulated within the frameworks of probability theory and 
Bayesian statistics, in the case of COVID-19, the initial probabilities required for discussion are 
unknown (though several candidates exist, the true probability remains uncertain). Therefore, we 
attempted to solve the decision-making problem of selecting procedures and policies based on test 
results by applying recently developed decision-making theories that account for ambiguity, and 
aimed to translate these findings into policy recommendations.

研究分野：医療経済学

キーワード： 医療情報　プライマリ・ケア　ヘルス・リテラシー　プライマリ・ヘルス・ケア　PCR検査　曖昧さ回避
的傾向　意思決定理論　COVID-19

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　既存研究では曖昧さ回避的な意思決定者が検査結果などに基づいて確率評価をアップデートする方法が複数提
唱されているが、本研究では、動学的一貫性と帰結主義という2つの条件を満足するアップデート方法をとり上
げ、合理的な意思決定への道筋を提示した。本研究で得た政策の評価方法は、患者や被検者、医療従事者や政策
当局が意志決定を行う時の重要な指針になる可能性を示した。
　研究結果は、複数の査読付き国際学術雑誌に掲載、または投稿準備中である。財務省財総研フィナンシャル・
レビュー「過剰医療と過少医療の実態：財政への影響」として出版して、財政審の資料として活用されるなど政
策的にも大きなインパクトのある研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
1. 研究開始当初の背景 
  
医療制度改革の議論では、自己負担額を増やす事で総医療費を抑えたり、医療費を削減する
政策が提案されてきたが、これまでの研究によれば医療サービス需要の価格弾力性は総じて小
さい値であり、自己負担が医療サービス消費に与える影響はそれほど大きくない。医療需要行
動における個人の意思決定においては自己負担よりも他の要素、特に情報の役割が重要である
ことが、近年の行動経済学などの研究で明らかになってきた。 
 多くの場合、医師は患者より情報的優位にあり、これを利用して患者に対して過剰な医療需
要（検査・投薬などの診療行為）を誘導することは「医師誘発需要」としてすでに良く知られ
ている。しかし、実は医師が情報を適切に理解していなかったり、医師が持っている情報が古
いまたは正しくないことや、医師が患者に情報を適切に伝えていない事も、現実には少なくな
い。 
 標準的なミクロ経済学や意思決定論では、個人の最適化行動が効率的な資源配分をもたらす
のは、個々の主体が自らのニーズや嗜好に基づいて、一般に流布する情報の含意を正しく理解
できる事を前提としている。医療の現場では、患者だけでなく医療者にとっても、さまざまな
形での情報が不十分・不確実なのである。そうした状況で、一律に自己負担額を増やす政策で
は、効率的な資源配分をもたらす事は難しい。  
 より良き医療制度の実現のためには、政府やメディア、そして医療関係者を含めた情報提供
者が、自分達それぞれの立場で適切な役割を果たすことが求められる。正確で分かりやすい情
報をどのような形で提供するべきなのか、情報の伝え方で、医療需要における個人の意思決定
はどのように変わるのか、財政へ与える影響や社会厚生への含意を分析する。正しくてわかり
やすい情報が与えられた下で価格メカニズムが機能するかを再検討した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，財政に過度な負担をかけずに、医療の質や国民の満足度を高める医療制度
構築に寄与することである。  
政府も同じ問題意識を持ち、医療制度改革の一環として、自己負担額を増やし、不要な受診
を減らそうとしてきた。しかしこれまでの多くの研究によれば、医療サービス需要の価格弾力
性は総じて小さく、個人の意思決定においては他の要素がより重要であることが、近年の行動
経済学等の研究で明らかになってきた。特に重要なのが情報の役割である。 
 
３. 研究の方法 
 
(1)不確実性下での意思決定問題 
 「ナイト的不確実性」を加味した意志決定の理論を援用することで、検査結果に基づいた施
術・施策の選択問題を解き、政策提言に結びつける。このとき、合理的な意志決定の要件のひ
とつである帰結主義(consequentialism)と動学的一貫性(dynamic consistency)の両方をいか
に担保するかが特に重要となる。 
 
(2)過剰医療と過少医療の実態  
①  毎年多くの医療費と薬剤費を費やしている糖尿病治療に関して考察した。JMDC Claims 
Database に含まれている 2005 年 1 月から 2019 年 9 月までの 3,233,271 人より得られた
13,157,681 件の健康診断の件用いて計量分析を行なった。 
② 過剰医療と過少医療の問題に各国がどのように対応しているか、診療ガイドラインの国際
比較を行った。 
③ COVID-19 パンデミックで大きく変化した患者の受療行動を DPC データを用いて分析した。
対象とした病院は 2019 年 2 月から 2021 年 9 月まで毎月すべての継続データがある病院で、外
来の分析は 315 病院（のべ受診回数:141,852,354 回）、入院の分析は 599 病院（のべ入院患者
数：12,344,717 入院）である。 
 
４．研究成果 
 
(1)不確実性下での意思決定問題 
具体例としてがん検診と新型感染症の PCR 検査を用いた。がんの罹患率や検査の感度や特異
度は臨床研究の蓄積がある一方で、新型感染症に関しては未知なことが多く、十分な情報や知
見の蓄積も乏しい。単に不確実性があるだけでなく、起こりうる帰結の確率分布が統計的に知
られていない場合、「リスク」と比較して、「ナイト的不確実性」があるという。がんの罹患率
は「リスク」である一方、感染症は、臨床研究の蓄積が途上なので、「ナイト的不確実性」であ
る。確率分布すらわからない状況でどのように意思決定の基準を設けたら良いのか。 本研究で
は、ギルボア=シュマイドラーの Maxmin 型の期待効用関数を用いた。この基準によれば、複数
の感染の確率を考慮して、そのうち最低の期待値を与える確率分布を用いて事象を評価する。
帰結の確率分布を一意に特定できない状況では、意思決定が最悪ケースのシナリオに基づいて



行われることをこの基準は意味する。 偽陽性と偽陰性は本人とっても社会にとっても負担が大
きい。偽陽性は感染していない人を隔離してしまい、偽陰性は感染している人が自由に外出し
て感染を広げてしまうからである。本研究では、コロナ流行期の初期のようなナイト的不確実
性下で動学的一貫性を担保するには、偽陽性と偽陰性の確率の区間を当初の推定値よりも広げ
る必要があることを示した。特に、妥当と思われるパラメーター値の下では、偽陽性の確率の
上限値を 1%弱から 6.6%に高めなければならないことがわかった。 研究成果として、内閣府の
令和 1・2年度国際共同研究において報告し、「経済分析（2021）」に論文が掲載された。 
  
(2)過剰医療と過少医療の実態  
① データ分析の結果からは、我が国における糖尿病の在院日数は非常に長いという過剰医療
の実態がある一方で、毎年健診をおこなっていながら、重度の糖尿病と判断される多くの対象
者が糖尿病の治療を受けていない深刻な過少医療の実態も示唆された。 
 糖尿病スクリーニング（健診）に関して、日本と海外の主要なガイドラインを比較すると、
日本のガイドラインの特徴として、年齢制限だけで、糖尿病に罹患するリスクを評価していな
い、リスクや血糖値に関係なく健診を年 1回実施している、そして、参照する研究エビデンス
の更新が適切に行われていないことが明らかになった。国を挙げて糖尿病重症化の重要性を指
摘してきたが、日本では、なぜ、ハイリスクの人に予防医療の受診を促す方策はなぜうまくい
かないのか考察し、健診と医療が有機的に連携するために必要な方策を提案した。 
② 過剰医療は世界の医療者や研究者が憂慮している問題だ。日本では、早期発見・早期治療
が患者の負担を減らし医療費の軽減にも寄与すると、健診や検診を過剰に進める傾向がある。
最新の診療ガイドラインの国際比較によると、例えば、無症状の人を対象とするがん検診では、
死亡につながらない異常を医師が見つけてがんと診断するなど見つけすぎることの弊害、そし
て、見つけすぎるだけでなく、必要なかったかも知れない治療などの医療的な介入をしてしま
うなど医療化の問題も指摘されている。 
 日本では、地方自治体や職場でのがん検診、個人が自発的に受けるがん検診など、多くのが
ん検診があるが、対象範囲や頻度など質を保証する仕組みはない。本論文で例に取り上げた肺
がん検診では、国際的に推奨されているリスクの高い対象集団への低線量 CT スキャンの推奨が
ないなど過少医療の問題もある。論文では海外での過剰医療と過少医療を改善するための臨床
現場の取り組みを紹介した。 
③ COVID-19 パンデミックで大きく変化した患者の受療行動を分析した。人口減少が急速に進
む我が国では、長期入院と頻回受診に依存する医療提供体制では、患者の受療行動が今回のよ
うに大きく変化すると、医療機関の経営にも大きな影響が出る。医療機関の集約化、報酬制度
の見直しと医療の質の評価導入が必至だ。 
 今回 COVID-19 パンデミックという未知の問題への対応で、各国間で大きな違いがあった。多
くの国々では診療所は平時から診療に加えて、日本の保健所が持つ公衆衛生の機能も担ってい
る。今回のパンデミックでも PCR 検査、自宅療養者のケア（退院後も含む）などの重要な役割
を果たした。日本でもこのように予防機能を持ち地域と一体となった医療制度の設計が喫緊の
課題の一つだ。 
 研究成果として、研究代表者が責任編集者を務めた学術雑誌「フィナンシャル・レビュー」
（財務省財務総合政策研究所 発行）の特集号「過剰医療と過少医療の実態：財政への影響」で
論文を掲載した。③の研究の一部は、国際学術雑誌の Health Policy にも掲載された。 
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